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によると、平成 19 年度の離婚件数は１年間で約 25
万 5000 件であった。そのうち未成年の子どもがい


















審判 調停 審判 調停
平成 11 年 1,736 13,456 247 1,936
12 年 1,986 15,041 322 2,406
13 年 2,256 16,923 434 2,797
14 年 2,708 19,112 509 3,345
15 年 3,600 22,629 638 4,203
16 年 4,197 22,273 725 4,556
17 年 4,158 21,570 760 5,013
18 年 4,639 21,997 952 5,488
19 年 4,873 22,524 883 5,917
20 年 5,090 23,596 1,020 6,261
（出典：平成 20 年度『司法統計年報（家事事件編）』第２表、棚瀬 2009 参照）
表２　面会交流事件の処理状況 　




















（出典：平成 20 年度『司法統計年報（家事事件編）』第３、４、41 表）
交渉）紛争の事件数は調停 1,936 件＋審判 247 件の
申し立てだったのが、平成 20 年には調停 6,261 件
＋審判 1,020 件と、この 10 年間で３倍以上に急増し
ている（表１）。詳しく見ていくと、審判と調停あわ
せて既済 7,104 件 ( 平成 20 年度 ) のうち、面会交流









































































































































































































judicial department、2008：Basic Parenting 
Plan Guide for Parents）。
注２）1989 年 11 月の第 44 回国連総会で採択された。





















































使は、2009 年 10 月に法務省を訪れて法務大
臣に、2010 年１月に外務省を訪れて外務大臣
に、ハーグ条約への加盟を要望した。
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